
協　賛　行　事

第58回洗浄に関するシンポジウム
主　催　日本油化学会　洗浄・洗剤部会
会　期　10月1日（木）～2日（金）
会　場　 タワーホール船堀5階小ホール（〒134-0091 東京都江戸
川区船堀4-1-1）
交　通　 都営地下鉄新宿線「船堀」駅前 徒歩1分（https://www.

towerhall.jp/access/）
参加費　 洗浄・洗剤部会員（不課税）9,000円（10,000円），本会
正会員＊1（不課税）10,000円（11,000円），本会法人会員＊1（不
課税）・Co-メンバー＊2（課税・税込）12,000円（13,000円），
協賛学会員（課税・税込）12,000円（14,000円），会員外一般（課
税・税込）15,000円（18,000円），本会学生会員＊1 4,000円（5,000
円）。会員外学生（課税・税込）5,000円（6,000円）。＊1日本油
化学会　＊2 Co-メンバー登録費用（1,000円）を含む。（ ）内当
日支払い。
懇親会　10月1日（木）18：00より2階イベントホール「瑞雲」。
会費：一般5,000円，学生1,000円

申込・振込締切　9月25日（金）
問合先　日本油化学会　洗浄・洗剤部会　事務局
ライオン㈱　ハウスホールド研究所　渡邊洋介
〒132-0035 東京都江戸川区平井7-2-1
E-mail: senjou-senzai@jocs.jp

APPIE第5回標準化セミナー 
分散・凝集の“カンとコツ”を科学に変える：ISO/JIS活用術
主　催　（一社）日本粉体工業技術協会　規格委員会
日　時　10月14日（水）13：00～17：20
意見交換会17：30～19：00
場　所　 アーバンネット神田カンファレンス 2階（2A会議室）  
〒101-0047 東京都千代田区内神田3-6-2アーバンネット神田ビ
ル2F・3F

内　容　・分散・凝集の“カンとコツ”文化への ISO/JIS規格の
活用法 

コナフジ　遠藤茂寿
・分散性・分散安定性をどう評価し活かすか－国際規格

TR 13097・TS 22107を手がかりに－
武田コロイドテクノ・コンサルティング　武田真一

・粒子径分布による分散性管理法
法政大　森　隆昌

・その他
問合先　（一社）日本粉体工業技術協会 東京事務所
東京都文京区本郷2-26-11　種苗会館5階
TEL 03-3815-3955
E-mail: standardization@appie.or.jp

開催月日 行　　　事　　　名　　〔主　催〕　　（会場もしくは開催地） 掲載号

2026年

7/	24 第100回技術セミナー〔腐食防食学会〕（全水道会館） 99巻 6 号

	 27～29 第37回キャタリシススクール〔触媒学会〕（東京大学ほか） 99巻 6 号
8/	27～28 第67回顔料入門講座〔本会〕（オンライン） 99巻 6 号

	 31 第4回インクジェット基礎講座〔本会 関東支部〕（DIC） 99巻 6 号
9/	3～4 第67回顔料入門講座〔本会〕（オンライン） 99巻 6 号
10/1～2 第58回洗浄に関するシンポジウム〔日本油化学会〕（タワーホール船堀） 99巻 7 号

	 14 APPIE第5回標準化セミナー〔日本粉体工業技術協会〕（アーバンネット神田カンファレンス） 99巻 7 号

	 21～23 第73回材料と環境討論会〔腐食防食学会〕（札幌市教育文化会館） 99巻 6 号

	 27～29 第69回2026年紙パルプ技術協会年次大会〔紙パルプ技術協会〕（幕張メッセ） 99巻 7 号

	 28～30 第75回ネットワークポリマー講演討論会〔合成樹脂工業協会〕（東京科学大学） 99巻 5 号

	 29～30 2026年度色材研究発表会〔本会〕（とりぎん文化会館） 99巻 6 号
11/	1～6 コロイドおよび界面化学部会50周年記念国際会議〔日本化学会〕（万国津梁館） 98巻12号

	 5～6 第31回高分子分析討論会〔日本分析化学会〕（ウインクあいち） 99巻 7 号

	 5～6 第25回食品レオロジー講習会〔日本レオロジー学会〕（東京大学） 99巻 7 号

	 13 第35回構造接着・精密接着シンポジウム〔日本接着学会〕（大阪公立大学） 99巻 7 号

	 25～27 POWTEX®2026〔日本粉体工業技術協会〕（東京ビッグサイト） 99巻 6 号
12/7，9 第46回レオロジー講座〔日本レオロジー学会〕（オンライン） 99巻 7 号
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第69回2026年紙パルプ技術協会年次大会 
「資源を活かし，未来に紡ぐ 

－循環型社会とともに進化する紙パルプ産業」
主　催　紙パルプ技術協会（JAPAN TAPPI）
会　期　10月27日（火）～29日（木）
会　場　 幕張メッセ（〒261-8550 千葉県千葉市美浜区中瀬2-1）
内　容　
・表彰式
・紙パルプ産業関連企業約60社の展示会
・ 2件の特別講演，特別セッション（CNF，家庭紙，DX等）
を含め約70件の紙パルプ関連講演

・懇親会
・工場見学会
（詳細はホームページhttps://www.japantappi.org）
参加費　主催・協賛学協会会員36,000円，非会員50,000円。懇
親会のみ19,000円。
申込開始　7月下旬～
申込方法　紙パルプ技術協会HP　大会申込サイトより
問合先　〒104-8139 東京都中央区銀座3-9-11 紙パルプ会館11階
紙パルプ技術協会　年次大会事務局
TEL 03-3248-4841　FAX 03-3248-4843
E-mail: nenjitaikai@japantappi.org

第31回高分子分析討論会
主　催　（公社）日本分析化学会高分子分析研究懇談会
会　期　11月5日（木）～6日（金）
会　場　 愛知県産業労働センター「ウインクあいち」（JR名古屋
駅桜通口 徒歩5分）
参加費　 事前登録（9月30日締切）：一般10,000円，学生2,000円
通常登録（10月1日～11月4日）：一般14,000円，学生3,000円
懇親会費（～11月4日）：4,000円
問合先　第31回高分子分析討論会 実行委員会事務局

E-mail: pacd-touron@pacd.jp
URL：https://pacd.jp/

第25回食品レオロジー講習会 
－初心者のための実習と基礎：食感・風味の制御に向けて－

主　催　日本レオロジー学会
会　期　11月5日（木）～6日（金）
会　場　東京大学生産技術研究所An棟3階An302
（〒153-8505 東京都目黒区駒場4-6-1）
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/access/campusmap.html
内　容　・食とレオロジー

秋田県総合食品研究センター　髙橋　徹
・固体の弾性（レオロジーの基礎Ⅰ）

滋賀県立大　木田拓充
・液体の粘性（レオロジーの基礎Ⅲ）

阪大　松宮由実
・その他

参加費（税込）　主催・協賛学協会会員61,600円，一般67,100円，
日本レオロジー学会学生会員25,300円（テキスト代，昼食代，
情報交流会代を含む）
参加申込・支払締切　10月23日（金）17時
定　員　30名（先着順）
問合先　髙橋　徹
秋田県総合食品研究センター 食品加工研究所
TEL 018-888-2000
E-mail: toru@pref.akita.lg.jp
藤井修治
東洋大学 食環境科学部 食環境科学科 フード･バイオレオロ
ジー研究室
TEL 048-468-6311
E-mail: fujii034@toyo.jp
申込先　（一社）日本レオロジー学会事務局

TEL 075-315-8687
E-mail: office@srj.or.jp
URL：https://www.srj.or.jp/

第35回構造接着・精密接着シンポジウム 
「非破壊検査の最前線・産業応用～何が見えて何が見えないの？～」
主　催　（一社）日本接着学会 構造接着・精密接着研究会
日　時　11月13日（金）10：00～16：50（予定）
会　場　大阪公立大学 I-siteなんば（大阪・なんば）

https://www.omu.ac.jp/isite/access/
内　容　・「次世代ものづくりを支える島津最新 X線CTシステム

の革新と実践」
島津製作所　小谷和範

・「AE計測の基礎及び解析と適用事例」
IHI検査計測　中村英之／木村将人

・「複合材料構造のライフサイクル・モニタリング－検
査・計測・AIがつなぐ設計から転用まで－」

科学大　水谷義弘
・その他

参加費（税別）　構造接着・精密接着研究会 企業・団体会員1名
無料，2人目から10,000円，構造接着・精密接着研究会 個人会
員無料，日本接着学会会員（構造接着・精密接着研究会非会員）
20,000円，構造接着・精密接着研究会，日本接着学会，ともに
非会員25,000円。
申込締切　11月2日（月）10時
申込先／問合先　（一社）日本接着学会 構造接着・精密接着研究会 
事務局
〒225-0024 神奈川県横浜市青葉区市ケ尾町1065-7-106
TEL 045-414-2072　FAX 045-972-8887
E-mail: jimu@struct-adhesion.sakura.ne.jp

第46回レオロジー講座 
－様々なソフトマターのレオロジー－

主　催　日本レオロジー学会
会　期　12月7日（月），9日（水）
会　場　オンライン開催（Zoom利用）
内　容　・レオロジーの基礎（高分子を例にして）

大阪大　松宮由実
・レオロジーの測定と解析方法

大阪大　井上正志
・ゲルとゲル化のレオロジー

東大　片島拓弥
・その他

参加費（税込）　会員（協賛学協会会員含む）38,500円，非会員
49,500円，学生11,000円（7月9日（木）に開催の「第5回レオ
ロジー講座・基礎編」に参加された方は，上記の参加費の半額）。
申込締切　11月20日（金）17時　定員（80名）になり次第締切
申込先　（一社）日本レオロジー学会

TEL 075-315-8687
E-mail: online@srj.or.jp
URL：https://www.srj.or.jp/

会 告
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